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■マニュアルの表記について 
このマニュアルで使用している表記について説明します。 
・ 画面の名称は「 」画面と表記します。 
・ 画面の中のボタン名などの名称は[  ] と表記します。 
・ レポート内容、メールアドレス等は、すべてサンプルデータです。 
・ レポート画面のサンプル画面については、一部抜粋している画面があります。 

 

■アプリケーションの正式名称 

本文中の表記 正式名称 
SQL Server 2005 Express Edition Microsoft® SQL Server™ 2005 Express Edition 

 

■ご注意 
Microsoft、Windows Server、SQL Server、.NET Frameworkは、米国 Microsoft Corporationの米国
及びその他の国における登録商標または商標です。 
 
 
その他、本マニュアルに記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 
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第１章 はじめにお読みください 

LogLyzer は、フィルタリングサーバのログファイルを取り込んで分析し、レポートとして出力するログ
解析ツールです。ここでは、LogLyzer の概要やバージョン 6.0 で新しく実装された機能について、ご紹
介します。 



 

 

第２章 LogLyzerのインストール 

LogLyzerの動作に必要なデータベースシステムや、インストール/アンインストールついて説明します。 
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インストールの準備 

LogLyzer は、フィルタリングサーバから取り込んだログファイルをデータベースに保存します。 
インストールをする前にデータベースシステムを導入してください。 
利用できるデータベースシステムについては、製品添付の readme.txtを参照してください。 
 

データベースを導入されていないお客様へ 
データベースシステムを導入されていないお客様は、本製品に同梱されている「Microsoft SQL Server 
2005 Express Edition」をご利用ください。「Microsoft SQL Server 2005 Express Edition」は、無償で
利用になれます。インストールについて詳しくは、「付録 SQL Server のインストール」(→146 ページ)
を参照してください。 
 
注意 • データベースとして「Microsoft SQL Server 2005 Express Edition」をご利用になる場合、ロ

グデータを取込めるデータベース容量は最大 4GBに制限されます。 
• Lo r 6.0のログデータは、下位バージョンである LogLyzer 3.5や LogLyzer 5.0へインポ
ートしないでください。 

gLyze

gLyze• Lo r 6.0は、LogLyzer 5.0のログデータを引き継ぐことが可能です。ログデータの移行
手順については、「付録 ログデータのコンバート」（→144ページ）を参照してください。た
だし、LogLyzer 3.5以前のログデータの移行はできません。 
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LogLyzerをインストールする 

LogLyzerのインストールファイルは、製品インストールメディアの「loglyzer」フォルダに格納されてい
ます。 
インストール時には、LogLyzerの動作に必要な「Microsoft .NET Framework 2.0」が自動的にインスト
ールされます。インストール時に必要なシステム要件については、製品添付の readme.txt を参照してく
ださい。 
 
注意 • Lo r 6.0はフィルタリングサーバ以外のコンピュータにインストールして実行すること

をおすすめします。 
gLyze

のコ

gLyze

• 1台 ンピュータに複数の LogLyzer や、異なるバージョンの LogLyzer をインストールし
ないでください。 

• バージョン 5.0以前の LogLyzerがインストールされている場合は、アンインストールしてか
らインストールしてください。 

• Lo rのインストール前に、必ず「インストールの準備」（→8ページ）を参照してデータ
ベースのインストールをしてください。 

 

1. LogLyzer の「setup.exe」をダブルクリックしてインストーラを起動します。 

「LogLyzer セットアップへようこそ」画面が表示されます。 

 

注意 「Microsoft .NET Framework 2.0」がインストールされていない場合、インストールを確認
するダイアログ表示が表示されます。画面の指示に従って、インストールを完了してくだ

さい。 

 

2. [ 次へ] ボタンをクリックします。 

「LogLyzer ソフトウェア使用許諾契約」画面が表示されます。 
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3. [ はい ] ボタンをクリックします。 

「インストール先の選択」画面が表示されます。 

 

4. インストールディレクトリを選択し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。 

ディレクトリを変更する場合は、[参照] ボタンをクリックしてディレクトリを選択してください。 

 

5. データベースのシステム管理者ユーザ ( sa ) のパスワードを入力し、[ 次へ] ボタンをクリック 

します。 
「インポート問い合わせ」画面が表示されます。 

 

 

注意 データベースシステム（SQL Server）がインストールされていない場合、エラーメッセー
ジが表示されてインストールできません。「付録 SQL Serverのインストール」（→146ペ
ージ）を参照してインストールしてください。 
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6. ログデータを引継ぐか選択します。 

新規にインストールする場合 

[いいえ] ボタンをクリックしてください。 

引継ぎ用のログデータを取り込んでインストールしたい場合 

[はい] ボタンをクリックし、データ引継ぎ用ファイルのあるディレクトリを指定してください。 

 

インストールが終了すると、「InstallShield Wizard の完了」画面が表示されます。 

 

7.  [ 完了] ボタンをクリックします。 

 
以上で、LogLyzer のインストールが完了しました。 
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LogLyzerをアンインストールする 

 
注意 アンインストールする前に、LogLyzerを終了してください。 

 

1. [ スタート ] ボタン － [ コントロールパネル ] をクリックし、[ プログラムの追加と削除 ] をダ

ブルクリックします。 
「プログラムの追加と削除」画面が表示されます。 

2. [ プログラムの変更と削除 ] の一覧から「LogLyzer」をクリックして選択し、[ 削除 ] ボタンをク

リックします。 
「ファイル削除の確認ダイアログが表示されます。 

アンインストールは、LogLyzer の「setup.exe」をダブルクリックして実行することもできます。 

3. [ OK ] ボタンをクリックします。 

パスワードの入力画面が表示されます。 

4. LogLyzerの認証パスワードを入力して [ 次へ ] ボタンをクリックします。 

ここでは、管理者権限を持つユーザのパスワードを入力します。 

LogLyzer 起動時の認証パスワードを設定していない場合、この画面は表示されません。 

手順 5へ進んでください。 
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5. データベースのシステム管理者ユーザ ( sa ) のパスワードを入力し、[ 次へ ]ボタンをクリックします。 

「エクスポート問合せ」ダイアログが表示されます。 

 

6. LogLyzerデータベースに保持されているログデータをエクスポートするか、選択します。 

ログデータをエクスポートする場合 

[ はい ] ボタンをクリックし、保存するディレクトリを指定します。 

エクスポートしたファイルは、再インストール時などに引継ぎ用データとしてインポートできます。

ログデータをエクスポートしない場合 

[ いいえ ] ボタンをクリックします。 

 

「エクスポート問い合わせ」ダイアログが表示されます。 

 

 

注意 エクスポートファイルを保管するディレクトリは LogLyzer をインストールしたディレク
トリや、Windowsネットワークなどを利用したネットワークドライブに指定しないでくだ
さい。正常に動作しない可能性があり、最悪の場合プログラムが異常終了します。 

 

7. 自動レポート作成用ディレクトリを削除するか、選択します。 

自動レポートで作成されたレポートを保持する場合 

[はい] ボタンをクリックします。 

自動レポートで作成されたレポートを削除する場合 

[いいえ] ボタンをクリックします。 

 

自動レポート作成用ファイルを保管するディレクトリが、LogLyzer をインストールしたディレクト

リ以外の場合、どちらを選択しても作成されたレポートは削除されません。 

「アンインストール完了」画面が表示されます。 
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8. [ 完了] ボタンをクリックします。 

アンインストールが終了したら、コンピュータを再起動してください。 

 

以上で、LogLyzer のアンインストールが完了しました。 



 

 

第３章 LogLyzerの操作 

LogLyzerの基本的な使い方や画面について説明します。 



第 3章 LogLyzerの操作 

LogLyzerの起動と終了 

ここでは、LogLyzerの起動方法と終了方法について説明します。 
 
LogLyzerは、次のいずれかのWindowsユーザで実行してください。 
・ Administrator ユーザ 
・ ローカルマシンの Administrators グループに属するユーザ 

 
注意 LogLyzerはログを自動的に取得する場合、フィルタリングサーバと IPアドレスで通信を行い

ます。フィルタリングサーバに、直接 IPアドレスで接続できる環境で使用してください。手
動でログを取得する場合は、FTP やファイル共有などでフィルタリングサーバのログデータ
をコピーしてお使いください。 

 

 LogLyzerの起動／終了 

1. デスクトップの  をダブルクリックします。 
「パスワード入力」ダイアログが表示されます。 

2. ユーザ名、パスワードを入力し、[ OK ] ボタンをクリックします。 

初回起動時は、「パスワード新規設定」ダイアログが表示されます。 

ここでは、管理者権限を持つ初期ユーザ「Administrator」のパスワードを入力します。 

[ ログイン認証を行わない ] をチェックすると、次回以降起動時のパスワード入力を省略できます。 

初回起動時のパスワード設定と、設定後のパスワード変更については、次ページの「管理者ユーザの

パスワードを設定する」および、「パスワードを変更する」を参照してください。 

 

 

LogLyzer を終了する場合は、メニューバーの[ ファイル ] - [ 閉じる ] をクリックしてください。 

ウィンドウ右上の  をクリックして LogLyzer を終了することもできます。 
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 管理者ユーザのパスワードを設定する 
LogLyzer 起動時のパスワードは、インストール後の初回起動時に表示されるパスワード設定画面で設定
できます。 
初回起動時に設定するパスワードは、管理者ユーザ「Administrator」のパスワードです。 
 
注意 ここで設定したパスワードは、LogLyzerアンインストール時にも必要になります。 

 

1. パスワードを設定し、[ OK ] ボタンをクリックします。 

パスワードを設定しない場合は、何も入力していない状態で［ログイン認証を行わない］をチェック

し、[ OK ] ボタンをクリックします。 

 

 

 パスワードを変更する 
初回起動時に設定したパスワードは、必要に応じて変更できます。 
パスワードを変更したい場合は、次の手順でパスワードを変更してください。 
 
管理者ユーザ（Administrator）で起動した場合は管理者ユーザのパスワードが、一般ユーザで起動した
場合は一般ユーザのパスワードが変更できます。 

1. LogLyzerを起動します。 

2. メニューバーの [ 設定 ] － [ パスワード設定 ] をクリックします。 

パスワード変更ダイアログが表示されます。 
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3. 「現在のパスワード」欄に現在設定してあるパスワードを入力し、新しいパスワードを 

「パスワード」欄、「パスワード確認」欄に入力し、[ OK ] ボタンをクリックします。 
変更完了のダイアログが表示されます。 

 

4. [ OK ] ボタンをクリックします。 

 
以上で、パスワードの変更は完了です。 
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ユーザ管理 

ここでは、LogLyzerのユーザ管理方法について説明します。 
 
LogLyzerには、次の 2種類のユーザを登録できます。 
・管理者ユーザ（Administrator） 
インストール時に自動的に登録されるユーザです。 
管理者ユーザは、一般ユーザの登録、削除、変更ができます。 

・一般ユーザ 
管理者ユーザが登録するユーザです。 
一般ユーザは、ユーザ自身のログインパスワードのみ変更できます。 

 
注意 インストール時に [ ログイン認証を行わない ] をチェックした場合は、管理者ユーザは登録

されません。[ ユーザ設定 ] の「認証設定」で認証を行うように変更した場合は、管理者ユ
ーザ（Administrator）の設定が必要になります。 

 

 ユーザを登録する 
ユーザを登録したい場合は、次の手順で登録してください。 
 
注意 管理者ユーザは 1ユーザのみです。追加／削除はできません。 

 

1. LogLyzerを管理者ユーザ（Administrator）で起動します。 

2. メニューバーの [ 設定 ] － [ ユーザ設定 ] をクリックします。 

「ユーザ設定」ダイアログが表示されます。 
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3. [ 追加 ] ボタンをクリックします。 

ユーザ追加ダイアログが表示されます。 

 

4. 「ユーザ名」に追加したいユーザ名を入力し、パスワードを「新パスワード」欄、 

「新パスワード確認」欄に入力し、［ OK ］ボタンをクリックします。 
「ユーザ設定」ダイアログの［ユーザ設定］に、追加したユーザが表示されます。 

 

5. 「ユーザ設定」ダイアログの [ 閉じる ] ボタンをクリックします。 

 

以上で、ユーザの登録は完了です。 
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 ユーザ情報を変更する 
ユーザ情報（ユーザ名、パスワード）は、必要に応じて変更できます。 
ユーザ情報を変更したい場合は、次の手順で変更してください。 
 
注意 ユーザの権限（管理者⇔一般）は変更はできません。 

 

1. LogLyzerを管理者ユーザ（Administrator）で起動します。 

2. メニューバーの [ 設定 ] － [ ユーザ設定 ] をクリックします。 

「ユーザ設定」ダイアログが表示されます。 

 

3. 変更したいユーザを選択し、[ 変更 ] ボタンをクリックします。 

ユーザ追加ダイアログが表示されます。 
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4. 「ユーザ名」に表示されている内容を変更し、パスワードを「新パスワード」欄、 

「新パスワード確認」欄に入力して、［ OK ］ボタンをクリックします。 
 

パスワードのみ変更したい場合は、「ユーザ名」はそのままにしておきます。 

 

5. 「ユーザ設定」ダイアログの [ 閉じる ] ボタンをクリックします。 

以上で、ユーザ情報の変更は完了です。 
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 ユーザを削除する 
登録したユーザを削除したい場合は、次の手順で削除してください。 
 
注意 管理者ユーザは削除できません。 

 

1. LogLyzerを管理者ユーザ（Administrator）で起動します。 

2. メニューバーの [ 設定 ] － [ ユーザ設定 ] をクリックします。 

「ユーザ設定」ダイアログが表示されます。 

 

3. 削除したいユーザを選択し、[ 削除 ] ボタンをクリックします。 

削除確認ダイアログが表示されます。 

 

4. [ OK ] ボタンをクリックします。 

5. [ 閉じる ] ボタンをクリックします。 

 

以上で、ユーザ情報の削除は完了です。 
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 ログイン認証を省略する 
ログイン時のパスワード入力を省略したい場合は、「ユーザ設定」ダイアログで［ログイン認証を行わな

い］をチェックしてください。 
 
注意 インストール時に [ ログイン認証を行わない ] をチェックした場合は、管理者ユーザの情報

が保存されていません。そのため、[ ユーザ設定 ] の「認証設定」で認証を行うように変更
した場合は、管理者ユーザ（Administrator）の設定が必要になります。 
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各部の名称と機能 

LogLyzerの各部の名称と機能について説明します。 
 

 
 

項 目 説 明 
①メニュー LogLyzerの各種設定、操作をします。 

詳しくは、次ページの「メニュー」を参照してください。 
②レポート 
ウィンドウ 

出力するレポート形式の選択、ログの検索機能を選択します。 

LogLyzer Report： 
取り込んだログファイルから作成するレポート形式を選択します。 
詳しくは、「第 5章 レポートの作成／閲覧」（→49ページ）を参照してください。 

LogLyzer Search： 
フィルタリングサーバのログから特定のアクセスを検索します。 
詳しくは、「第 4章 ログの取得／検索」（→29ページ）を参照してください。 

③結果ウィンドウ レポートを表示します。 
サブレポート（詳細レポート）を表示できる場合、青文字のリンク部分をクリ

ックするとサブレポートが表示されます。 
URL に表示されている[登録]をクリックすると、フィルタリングサーバの管理
画面にアクセスし、例外 URLとして登録できます。 

④レポート 
メニュー 

結果ウィンドウに表示されているレポートを操作します。 
レポートのエクスポート、レポートの印刷、グループツリーの表示切り替え、 
ページの切り替え、文字列の検索、表示の拡大／縮小（ズーム）、メインレポー

ト／サブレポートの表示切り替え、サブレポートの終了、ができます。 
詳しくは、「レポートの閲覧」（→59ページ）を参照してください。 

⑤ステータスバー 現在表示しているレポートのページ番号、レポートの総ページ数、表示倍率が

表示されます。 
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 メニュー 
項 目 説 明 
ログ取込 指定したログファイルから、レポート作成用のログをデータベー

スへ取り込みます。 
ファイル 

閉じる LogLyzerを終了します。 
自動ログ取込 設定した日時に自動で、レポート作成用のログをデータベースへ

取込みます。 
自動レポート 設定した内容で自動的にレポートを作成し、メールで送付した

り、指定したフォルダにエクスポートします。 
パスワード 
設定 

設定したパスワードの変更ができます。 
変更には、現在設定されているパスワードの入力が必要です。 

設定 

ユーザ設定 ユーザの登録、削除、ユーザ情報の変更ができます。 
管理者ユーザだけが選択できます。 

初期化 データベースに保存されているログを初期化します。 
日付指定削除 指定した期間に該当するログをデータベースから削除します。 

データ処理 

ファイル指定削除 指定したログファイルをデータベースから削除します。 
重ねて表示 レポートをウィンドウ形式で重ねて表示します。 
上下に並べて表示 レポートをウィンドウ形式で上下に並べて表示します。 
左右に並べて表示 レポートをウィンドウ形式で左右に並べて表示します。 

ウィンドウ 

レポート切替 結果ウィンドウにレポートが表示されている場合のみ、レポート

名が表示されます。 
チェックのついたレポートが現在表示中のレポートで、表示した

いレポートをクリックすると最前面に表示します。レポート名

は、作成した順に自動的に番号が振られています。 
ヘルプ オンラインヘルプを起動します。 ヘルプ 
バージョン情報 LogLyzerのバージョン情報を表示します。 
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基本的な使い方 

レポートの作成方法には、フィルタリングサーバから手動でログを取り込んで任意のレポートを作成する

方法と、自動でログを取り込んであらかじめ設定しておいたレポートを自動で作成する、2つの方法があ
ります。 
 

 レポートを手動で作成する 
 

1. フィルタリングサーバからログファイルを取り込む 
レポートの作成に必要なログファイルを、LogLyzer がインストールされている端末のデータベ

ースへ取り込みます。 

詳しくは、「ログの手動取得」（32 ページ）を参照してください。 

 

2. 作成するレポートの種類を選択する 
作成したいレポートを「レポートウィンドウ」から選択します。 

レポートの作成の手順については「レポートの作成」（56 ページ）を参照してください。 

出力されるレポートの内容や種類については「レポートの種類」（50 ページ）、または「目的別

レポート一覧」（54 ページ）を参照してください。 

 

3. レポートの抽出条件を設定する 
レポートとして出力する期間や端末（IP）、ユーザ名などの抽出条件を設定します。 

各レポートの抽出条件については、「詳細情報レポート一覧」（62 ページ）、「集計情報レポート

一覧」（79 ページ）、「グラフレポート一覧」（109 ページ）、「POST ログレポート一覧」（120 ペ

ージ）で、それぞれのレポートを参照してください。 

 
ログファイルは、いったん取り込むと指定した保持期間の間はデータベースに保持されます。 
同じログファイルからレポートを作成する場合は、毎回ログファイルを取り込む必要はありません。 
 

注意 手動でログファイルを取込む場合は、FTPやファイル共有機能などで、あらかじめフィルタリ
ングサーバからログファイルをダウンロードしておいてください。 
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 レポートを自動的に作成（エクスポート）する 
 

1. 自動ログ取込の設定をする 
フィルタリングサーバから取得するログファイルの種類や、ログファイルを取得するスケジュ

ールを設定します。 

ログの自動取得については、「ログの自動取得」（34 ページ）を参照してください。 

 

2. 自動レポートの設定をする 
自動レポートの対象とするレポートの種類を選択し、エクスポート方法とファイル形式を設定

します。エクスポート方法には、指定したメールアドレスへ添付ファイルで送信する方法と、

指定したフォルダへ出力する方法があります。 

エクスポート方法については、「レポートを電子メールで送信する」（127 ページ）または「レ

ポートを外部ファイルに出力する」（130 ページ）を参照してください。 

 

3. 対象とするレポートの設定をする 
エクスポートするレポートを選択し、それぞれのレポートの抽出条件を設定します。 

対象とするレポートの設定については、「対象レポートの設定をする」（132 ページ）を参照し

てください。 

 

4. スケジュールを設定する 
レポートをエクスポートするスケジュールを設定します。 

スケジュールは「毎日」、「毎週」、「毎月」から選択し、曜日や日付、時刻を設定できます。 

スケジュールの設定については、「自動レポートのスケジュールを設定する」（135 ページ）を

参照してください。 
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第４章 ログの取得／検索 

レポートの作成に必要なログファイルをフィルタリングサーバから取り込む方法と、ログファイルからユ

ーザのアクセス履歴を調査するログ検索機能（LogLyzer Search）について説明します。 



第 4章 ログの取得／検索 

ログファイルについて 

LogLyzer はフィルタリングサーバからログファイルを取り込んで、詳細情報や集計情報、グラフなどの
用途にあわせてレポートを作成します。フィルタリングサーバから取り込んだログファイルは、レポート

作成用のログデータとして、データベースに保存されます。 
ログデータには、アクセスや書き込みの詳細情報レポートを作成するために必要な「詳細データ」と、ア

クセス結果や書き込み回数などを集計するための「集計データ」があります。 

 

 ログファイル取り込み時の注意事項 
・ ログデータ取り込む時に、一時ファイルがハードディスク上の領域を使用します。取り込むデータサ

イズの 3 倍の空き容量を、ハードディスク上に確保してください。 
・ LogLyzer はファイル名でログの種類を判別するため、フィルタリングサーバからダウンロードした
ファイル名は変更しないでください。 

・ ログの保持期間を指定しないとデータは毎回追加されるため、保持可能期間はハードディスク容量と

データベースに依存します。 

 ログファイルのリネーム規則について 
自動ログ取り込みで、フィルタリングサーバから取り込んだログファイルのファイル名は、以下のように

リネームして保存されます。 
 
IP アドレス ＋ ログファイル名 ＋ 文字コード形式 .log 

 
10.125.25.1 のサーバにある EUC形式のログファイルの場合、次のようにリネームして取り込まれます。 
フィルタリングサーバのファイル名 ：Netstar_http_20030511_001.log 
LogLyzer取り込み後のファイル名 ：010125025001Netstar_http_20030511_001E.log 
 
注意 • IP スは、区切りのピリオド無しで 12桁の数字でリネームされます。 

例：10.125.25.1 → 010125025001 
アドレ

• 文字コード形式は、文字コードごとに頭文字 1文字でリネームされます。 
EUC の場合は「E」、Shift JISの場合は「S」、UTF-8 の場合は「U」となります。 

• ログファイルには、アクセス情報が保存されているアクセスログと、POSTログ（書き込み）
情報が保存されている POST ログがあります。アクセスログには「http」、POST ログの場合
は、「post」が付加されます。 
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 ログの保持期間と保持方法について 
期間を指定してログファイルを削除する場合、ログファイルに記録されている最終日時よりも、あとの期

間を設定してください。ログの保持可能期間は、取り込みをする日の前日からになります。 
たとえば、ログのローテート種別を「毎月」に設定しているときに、図の期間 A を指定すると、3 月の
ログ(3/1～3/31)は削除されません。期間 B を指定すると、3 月のログは削除されます。ただし、4 月の
ログ(4/1～4/30)は、削除されません。 
 

 
 
アクセスや書き込みの詳細情報を集計したデータだけをログファイルとして保持することもできます。 
集計データでアクセスの傾向を分析する、といった用途の場合は詳細情報データを保持しないのでデータ

ベースで使用するハードディスク容量を節約できます。 
 
注意 集計データのみを保持するように設定した場合、アクセスや書き込み（POST）の詳細情報は

削除されるため、詳細情報レポート（1000番台）および POSTログレポート（5000番台）を
作成するときは再度、ログの読み込みが必要になります。 
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ログの手動取得 

必要に応じて手動でレポートを作成する場合、次の手順でレポートの作成に必要なログファイルをフィル

タリングサーバから取り込んでください。 
 
注意 LogLyzerはファイル名でログの種類を判別するため、フィルタリングサーバからダウンロード

したファイル名は変更しないでください。 

 

1. メニューの [ ファイル ] － [ ログ取込 ] をクリックします。 

「LogLyzer ログファイル取込」画面が表示されます。 

 

2. 取り込むログファイルを指定します。 

 

ファイル単位で指定する場合 

[ファイルで指定]をクリックします。 

フォルダ単位で指定する場合 

[フォルダで指定]をクリックします。 

フォルダ単位で指定する場合、[ログの保管場所]で指定したフォルダにあるすべてのログファイルを

取り込みます。取り込むログファイルを選択したい場合は、以下の項目を設定してください。 

[アクセスログ] ：フィルタリングサーバのアクセスログを取込みます。 

[POST ログ]  ：フィルタリングサーバの POST（書込）ログを取込みます。 
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注意 • 取り込むログファイルの文字コードと指定した文字コード形式が異なると、作成したレ
ポートの文字が化けたり、正しく表示されません。 

• 一度のログ取込で処理可能なファイルの数は 10,950 個までです。フォルダ内のファイ
ル数が 10,950 個を超える場合は、フォルダを分けるなどしてください。また、指定し
たフォルダにはログファイル以外のファイルを置かないでください。 

 

3. ログファイルの文字コードを選択します。 

文字コード形式は、フィルタリングサーバの OS やログ保存形式によって異なります。 

フィルタリングサーバの設定にあわせて選択してください。 

[EUC - Solaris、Linux] 

ログファイルの文字コード形式が EUC JP の場合に選択します。 

[Shift JIS - Windows] 

ログファイルの文字コード形式が ShiftJIS の場合に選択します。 

[UTF-8 - Unicode] 

ログファイルの文字コード形式が UTF-8（BOM なし）の場合に選択します。 

4. ログファイル、またはログファイルの保存されているフォルダを指定します。 

[ログの保管場所]欄にログファイルが保存されているフォルダのパスを入力します。 

[参照]ボタンをクリックしてファイル、またはフォルダを指定できます。 

手順 2で選択したログファイルの指定方法にあわせて設定してください。 

5. ログデータの保持期間を設定します。 

[保持する] 

取り込んだログデータを上書きせずに、前回取り込んだログを保持します。 

[保持期間を指定する] 

指定した期間のログを保持します。期間は、[保持期間]で設定します。 

[集計データのみ保持する] 

取り込んだログファイルの集計結果のデータのみを保持します。 

[保持期間] 

ログの保持期間を日数で指定します。 

6. [ ログの取込 ] － [ 取り込み開始 ] ボタンをクリックします。 

ログの取り込み処理が開始されます。 

7. レコードの取り込みが正常に完了したのを確認して、[ OK ] ボタンをクリックします。 

 
以上で、ログの取り込みは完了です。 



第 4章 ログの取得／検索 

ログの自動取得 

LogLyzer は、連携するフィルタリングサーバから自動でログを取り込み、あらかじめ設定しておいたレ
ポートを自動で作成できます。作成したレポートは、管理者のメールアドレス宛に添付ファイルで送信し

たり、指定したフォルダに Excelファイルや PDFファイルで出力できます。 
フィルタリングサーバから定期的にログファイルを自動取得する場合、「自動取得の設定をする」と「フ

ィルタリングサーバの登録」（→37ページ）を参照して設定をしてください。 
 
注意 • ログの自動取得時は、LogLyzerを終了してください。 

• 手動でログ取り込みを行っているときに、自動取り込みが開始された場合、手動ログ取り込
みが完了し、LogLyzerを終了するまで自動ログ取り込みは実行されません。 

• 自動ログ取り込み中に手動ログ取り込みはできません。 

 

 自動取得の設定をする 
指定した周期（毎日、毎週、毎月）でフィルタリングサーバからログファイルを取得するための設定をし

ます。また、用途に応じて取込んだログファイルの保持方法を設定できます。 
 

1. メニューの [ 設定 ] － [ 自動ログ取込 ] をクリックする 

「自動ログ取込設定」画面が表示されます。 
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2. [ 自動ログ取込を行う ] チェックボックスをオンにします。 

 

 

注意 ログファイルを取込む場合は、あらかじめ 「フィルタリングサーバの登録」（→37 ペー
ジ）を参照して[ サーバ設定 ] タブで、フィルタリングサーバのアドレスやポート番号を
設定しておいてください。また、フィルタリングサーバの管理画面へのアクセス権を持っ

たユーザ名とパスワードを設定してください。 

 

3. 自動取込を開始するスケジュールを設定します。 

「毎日」、「毎週」、「毎月」からスケジュールを選択します。 

「毎週」を選択した場合は曜日を指定し、「毎月」を選択した場合は日付をそれぞれ指定します。 

「時刻」は任意の時間を時、分で設定します。 

[今すぐログを取り込む]ボタンをクリックすると、すぐにログを取り込めます。 

 

注意 フィルタリングサーバで、ログファイルのローテート種別を「ファイルサイズ」以外に設

定している場合は、午前 0 時にローテーションされるため、自動ログ取り込み開始時間
は、午前 1 時 (初期値) 以降に設定することをおすすめします。 

 

4. 取り込むログの種類を設定します。 

[アクセスログ] 

フィルタリングサーバのアクセスログを取込みます。 

[POST ログ] 

フィルタリングサーバの POST（書込）ログを取込みます。 

5. ログの保存されているフォルダを設定します。 
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6. 取り込んだログの保持期間を設定します。 

保持方法を「保持する」、「集計データのみ保持する」、「保持しない」から選択します。 

「保持する」を選択した場合、[保持期間を設定する]チェックボックスをオンにし、保持期間を日数

で指定してください。 

 

注意 「集計データのみ保持する」を設定した場合、詳細情報レポート（1000 番台）と POST
ログレポート（5000 番台）のサブレポートでは、以前に取り込んだデータが保持されな
いため、表示されません。 

 

7. 取り込んだログファイルを保持するか設定します。 

取り込み完了時に、ログファイルを保持するか設定します。 

 

注意 • ログの保持可能期間はハードディスク容量とデータベースに依存します。 
• 同じログはデータベースから削除しないと取り込むことはできません。ただし、保持期
間を過ぎると取り込みが可能になります。 

 

8. [ 適用 ] ボタンをクリックします。 

9. [ OK ] ボタンをクリックします。 

 
以上で、ログの自動取得設定は完了です。 
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 フィルタリングサーバの登録 
ログを取得するフィルタリングサーバのホスト名や管理画面への認証設定をします。 
 
注意 マスターサーバにスレーブサーバを登録して負荷分散をしている場合、スレーブサーバの登録

が必要です。スレーブサーバの情報は、マスターサーバに登録されている情報から取得するこ

ともできます。 

 

1. メニューの[ 設定 ] － [ 自動ログ取込 ] をクリックします。 

「自動ログ取込設定」画面が表示されます。 

 

2. [ サーバ設定] タブをクリックし、ログを取得するフィルタリングサーバのマスターサーバを登録し

ます。 

 

 

マスタサーバの指定 

マスタサーバの認証設定 

項 目 説 明 
マスターサーバ 
設定 

マスターサーバの IP アドレス、またはホスト名を入力します。 
httpまたは httpsのアドレスが登録できます。 
フィルタリングサーバのポート番号を指定します。初期値は、「2319」です。
スレーブサーバとの通信に別のポート番号を指定する場合は、[スレーブサ
ーバポート]にポート番号を入力してください。 

認証設定 フィルタリングサーバに接続するときのユーザ名とパスワードを登録しま

す。[認証確認]ボタンをクリックすると、認証できるか確認できます。 
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注意 登録するユーザ名によって、フィルタリングサーバから取得するログが異なります。シス

テム管理者のユーザ名を登録した場合は、フィルタリングサーバ全体のログを取得します

が、第一階層グループ管理者のユーザ名を登録した場合は、該当するグループのログだけ

を取得できます。 

 

3. マスターサーバに登録されているスレーブサーバを登録します。 

[マスターサーバ]-[スレーブサーバ IP アドレス取得]ボタンをクリックすると、マスターサーバに登

録されているスレーブサーバの IP アドレスを自動的に取得して登録できます。 

 

注意 スレーブサーバを追加して負荷分散するシステムで運用していない場合は、スレーブサー

バの登録は必要ありません。 

 

4. [ 適用 ] ボタンをクリックします。 

5. [ OK ] ボタンをクリックします。 

 
以上で、フィルタリングサーバの設定は完了です。 
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アクセスログの検索 

アクセスログ検索は、LogLyzer に取り込んだアクセスログから特定の URL や端末情報を検索条件にし
てリクエストを検索する機能です。 
アクセスログから情報漏えい元となった端末情報やアクセス先の URLを抽出して分析できます。 
 

1. レポートウィンドウの[ LogLyzer Search ] の左にある  をクリックします。 

 

2. アクセスログ検索をダブルクリックします。 

アクセスログ検索画面が表示されます。 

 

3. 検索する期間を設定します。 

設定方法は、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57 ページ）を参照してください。 
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4. 検索条件を設定し、[ OK ] ボタンをクリックします。 

検索結果がレポート結果ウィンドウに表示されます。 

 

 

[カテゴリ] 

URL のカテゴリを指定して検索します。 

[メソッド] 

リクエストのメソッドを指定して検索します。 

[ URL ] 

URL の文字列を指定して検索します。 

[端末 IP アドレス] 

フィルタリングサーバに登録されている端末の IP アドレスを指定して検索します。 

[ユーザ名] 

フィルタリングサーバに登録されているユーザ名を指定して検索します。 

[グループ名] 

フィルタリングサーバに登録されているグループ名を指定して検索します。 

[ソート順] 

検索結果を指定した項目で並べ替えるときの順番を設定します。 

ソート順は、3種類まで同時に設定できます。 

 

注意 • 検索結果の一覧画面ではソートできません。指定した項目の順にソートしたいときは、
あらかじめ設定をしておいてください。 

• UR 末 IPアドレス、ユーザ名、グループ名の各項目で、検索条件を複数指定したい
場合は、空白（スペース）で区切って入力してください。また、大文字/小文字、全角/
半角、ひらがな/カタカナは区別しません。 

L、端

 

 [上位出力] 

検索条件に該当したアクセスログから、検索結果として出力する件数を指定します。 

件数は 100 件、1000 件、10000 件が選択できます。[指定しない]を選択すると、該当するすべての検

索結果を表示します。 
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[URL]、[端末 IP アドレス]、[ユーザ名]、[グループ名]で指定する文字列は、「完全一致」、「前方一

致」（で始まる）、「部分一致」（を含む）で検索できます。 

設定した検索条件は、次回検索時にも保存されます。設定した検索条件を初期状態に戻したいときは

[条件クリア]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

検索結果を他のソフトで編集する場合は[エクスポート]ボタンをクリックして CSV 形式のファイル

で出力してください。 

 

 
以上で、アクセスログの検索は完了です。 
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POSTログの検索 

POSTログ検索は、LogLyzerに取り込んだ POST（書き込み）ログから特定の文字列や URL、端末情報
を検索条件にしてユーザがインターネットなどへ投稿、書き込みした情報を検索する機能です。 
 

1. レポートウィンドウの[ LogLyzer Search ] の左にある  をクリックします。 

 

2. POSTログ検索をダブルクリックします。 

POST ログ検索画面が表示されます。 

 

3. 検索する期間を設定します。 

設定方法は、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57 ページ）を参照してください。 
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4. 検索条件を設定し、[ OK ] ボタンをクリックします。 

検索結果がレポート結果ウィンドウに表示されます。 

 

 

[ URL ] 

URL の文字列を指定して検索します。 

[端末 IP アドレス] 

フィルタリングサーバに登録されている端末の IP アドレスを指定して検索します。 

[ユーザ名] 

フィルタリングサーバに登録されているユーザ名を指定して検索します。 

[グループ名] 

フィルタリングサーバに登録されているグループ名を指定して検索します。 

[書き込みデータ] 

書き込みデータの文字列を指定して検索します。 

 

注意 掲示板などに書き込みをした場合、POST ログに端末の IP アドレスやユーザ名などが、
ヘッダ情報として書き込まれることがあります。 

 

[ファイル名] 

書き込み（アップロードした）ファイルのファイル名の文字列を指定して検索します。 

[転送バイト数] 

書き込まれたデータ（転送データ量）をバイト単位で指定して検索します。 

指定した転送データ量以上のデータを検索します。 
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[ソート順] 

検索結果を指定した項目で並べ替えるときの順番を設定します。 

ソート順は、3種類まで同時に設定できます。 
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注意 • 検索結果の一覧画面ではソートできません。指定した項目の順にソートしたいときは、
あらかじめ設定をしておいてください。 

• UR 末 IPアドレス、ユーザ名、グループ名の各項目で、検索条件を複数指定したい
場合は、空白（スペース）で区切って入力してください。また、大文字/小文字、全角/
半角、ひらがな/カタカナは区別しません。 

• 書き込みデータおよび、ファイル名は半角の大文字/小文字を区別しません。ただし、全
角/半角、ひらがな/カタカナを区別します。 

 

[上位出力] 

検索条件に該当した POST ログから、検索結果として出力する件数を指定します。 

件数は 100 件、1000 件、10000 件が選択できます。[指定しない]を選択すると、該当するすべての検

索結果を表示します。 

 

[URL]、[端末 IP アドレス]、[ユーザ名]、[グループ名]、[書き込みデータ]、[ファイル名]で指定す

る文字列は、「完全一致」、「前方一致」（で始まる）、「部分一致」（を含む）で検索できます。 

設定した検索条件は、次回検索時にも保存されます。設定した検索条件を初期状態に戻したいときは

[条件クリア]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

検索結果の詳細情報を参照したい場合は、次ページ「検索結果の詳細情報を参照する」を参照してく

ださい。 

また、検索結果を他のソフトで編集する場合は[エクスポート]ボタンをクリックして CSV 形式のファ

イルで出力してください。 

 

以上で、POSTログの検索は完了です。 
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 検索結果の詳細情報を参照する 
POSTログの検索結果から、POSTログ（書き込み）の内容を詳細情報として参照できます。 

1. POSTログを検索します。 

2. 一覧から詳細情報を見たい項目をダブルクリックします。 

POST ログ検索詳細画面が表示されます。 

 

 

 

 

文字が化けて表示される場合は、エンコードの  をクリックして、文字のエンコード方式を変更

してください。選択できる文字のエンコード方式は、「EUC」、「Shift-JIS」、「UTF-8」、「ISO-2022-JP」

の 4種類です。 

詳細情報を印刷したい場合は、画面右下の[印刷]ボタンをクリックしてください。 

3. [ 閉じる ]ボタンをクリックします。 

 

以上で、詳細情報の参照は完了です。 
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 詳細情報からファイルデータを復元する 
POSTログ（書き込み）にファイルデータが存在する場合に、詳細情報からファイルデータを復元し、内
容を確認できます。 
また、ファイルデータを外部ファイルに出力することもできます。 

1. POSTログを検索します。 

2. 一覧から詳細情報を見たい項目をダブルクリックします。 

POST ログ検索詳細画面が表示されます。 

 

3. [ 転送ファイル名 ] に表示されたファイル名をクリックします。 

「ファイル復元」ダイアログが表示されます。 
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 2090 端末別書き込み規制回数解析 
書き込み規制されたリクエストと、規制された回数を端末（IP アドレス）別に表示します。メインレポ
ートでは、アクセスのあった端末（IPアドレス）の集計結果を表示します。 
端末（IPアドレス）をクリックすると、端末（IPアドレス）ごとのアクセスを集計してサブレポートと
して表示します。 
 
メインレポート 

 

 

サブレポート 

 

 

 

[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とするカテゴリと端末情報（IPアドレス）を指定します。 
カテゴリごとに集計をしたり、指定したカテゴリだけを抽出することもできます。 
また、出力する上位の件数を指定できます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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 2091 ユーザ別書き込み規制回数解析 
書き込み規制されたリクエストと、規制された回数をユーザ別に表示します。 
メインレポートではアクセスのあったユーザの集計結果を表示します。 
ユーザ名をクリックすると、ユーザごとのアクセスを集計してサブレポートとして表示します。 
 
メインレポート 

 

 

サブレポート 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とするカテゴリとユーザを指定します。 
カテゴリごとに集計をしたり、指定したカテゴリだけを抽出することもできます。 
また、出力する上位の件数を指定できます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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 2092 グループ別書き込み規制回数解析 
書き込み規制されたリクエストと、規制された回数をグループ別に表示します。 
メインレポートではアクセスのあったグループの集計結果を表示します。 
グループをクリックすると、グループごとのアクセスを集計してサブレポートとして表示します。 
 
メインレポート 

 

 

サブレポート 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とするカテゴリとグループを指定します。 
第二階層、第三階層のグループを対象としたい場合は、[グループ階層]で階層を選択してください。 
カテゴリごとに集計をしたり、指定したカテゴリだけを抽出することもできます。 
また、出力する上位の件数を指定できます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
 99 



第 5章 レポートの作成／閲覧 

 

 2100 端末別検索キーワード規制アクセス結果 
検索時に規制されたキーワードを含むリクエストを、端末（IPアドレス）別に集計して表示します。 
メインレポートでは、アクセスのあった端末（IPアドレス）の集計結果を表示します。 
端末（IPアドレス）をクリックすると、URLごとに端末からのアクセスを集計してサブレポートとして
表示します。 
 
メインレポート 

 
 
サブレポート 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とするキーワードと端末情報（IPアドレス）を指定します。 
キーワードごとに集計をしたり、指定したキーワードだけを抽出することもできます。 
複数のキーワードを対象とする場合は、キーワードを半角スペース（空白）で区切って入力してください。

空欄の場合は、すべてのキーワードが対象となります。また、出力する上位の件数を指定できます。すべ

て表示する場合は[全て]を選択します。対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対
象リスト）」（→58ページ）を参照してください。 
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 2101 ユーザ別検索キーワード規制アクセス結果 
検索時に規制されたキーワードを含むリクエストを、ユーザ別に集計して表示します。 
メインレポートでは、アクセスのあったユーザの集計結果を表示します。 
ユーザ名をクリックすると URLごとにユーザからのアクセスを集計してサブレポートとして表示します。 
 
メインレポート 

 

 

サブレポート 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とするキーワードとユーザを指定します。 
キーワードごとに集計をしたり、指定したキーワードだけを抽出することもできます。 
複数のキーワードを対象とする場合は、キーワードを半角スペース（空白）で区切って入力してください。

空欄の場合は、すべてのキーワードが対象となります。 
また、出力する上位の件数を指定できます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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 2102 グループ別検索キーワード規制アクセス結果 
検索時に規制されたキーワードを含むリクエストを、グループ別に集計して表示します。 
メインレポートでは、アクセスのあったグループの集計結果を表示します。グループ名をクリックすると、

URLごとにグループからのアクセスを集計してサブレポートとして表示します。 
 
メインレポート 

 

 

サブレポート 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とするキーワードとグループを指定します。 
キーワードごとに集計をしたり、指定したキーワードだけを抽出することもできます。 
複数のキーワードを対象とする場合は、キーワードを半角スペース（空白）で区切って入力してください。 
空欄の場合は、すべてのキーワードが対象となります。また、出力する上位の件数を指定できます。 
すべて表示する場合は[全て]を選択します。対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／
非対象リスト）」（→58ページ）を参照してください。 
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 2110 端末別書き込みキーワード規制アクセス結果 
書き込み規制されたキーワードを含むリクエストを、端末（IPアドレス）別に集計して表示します。 
メインレポートでは、アクセスのあった端末（IPアドレス）の集計結果を表示します。 
端末（IPアドレス）をクリックすると、URLごとに端末からのアクセスを集計してサブレポートとして
表示します。 
 
メインレポート 

 

 

サブレポート 

 
 

[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[例外 URL 登録支援ハイパーリンク] 

抽出された URLにハイパーリンクを設定します。 
レポート上から直接、例外 URLが登録できるようになります。登録方法については、「レポートに出力さ
れた URLの詳細表示、例外 URL登録をする」（→61ページ）を参照してください。 
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[抽出条件] 

レポートの対象とするキーワードと端末（IPアドレス）を指定します。 
キーワードごとに集計をしたり、指定したキーワードだけを抽出することもできます。 
複数のキーワードを対象とする場合は、キーワードを半角スペース（空白）で区切って入力してください。

空欄の場合は、すべてのキーワードが対象となります。 
また、出力する上位の件数を指定できます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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 2111 ユーザ別書き込みキーワード規制アクセス結果 
書き込み規制されたキーワードを含むリクエストを、ユーザ別に集計して表示します。 
メインレポートでは、アクセスのあったユーザの集計結果を表示します。 
ユーザ名をクリックすると、URL ごとにユーザからのアクセスを集計してサブレポートとして表示しま
す。 
 
メインレポート 

 

 

サブレポート 

 
 

[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[例外 URL 登録支援ハイパーリンク] 

抽出された URLにハイパーリンクを設定します。 
レポート上から直接、例外 URLが登録できるようになります。登録方法については、「レポートに出力さ
れた URLの詳細表示、例外 URL登録をする」（→61ページ）を参照してください。 
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[抽出条件] 

レポートの対象とするキーワードとユーザを指定します。 
キーワードごとに集計をしたり、指定したキーワードだけを抽出することもできます。 
複数のキーワードを対象とする場合は、キーワードを半角スペース（空白）で区切って入力してください。

空欄の場合は、すべてのキーワードが対象となります。 
また、出力する上位の件数を指定できます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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 2112 グループ別書き込みキーワード規制アクセス結果 
書き込み規制されたキーワードを含むリクエストを、グループ別に集計して表示します。 
メインレポートでは、アクセスのあったグループの集計結果を表示します。 
グループ名をクリックすると、URL ごとにグループからのアクセスを集計してサブレポートとして表示
します。 
 
メインレポート 

 

 

サブレポート 

 
 

[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[例外 URL 登録支援ハイパーリンク] 

抽出された URLにハイパーリンクを設定します。 
レポート上から直接、例外 URLが登録できるようになります。登録方法については、「レポートに出力さ
れた URLの詳細表示、例外 URL登録をする」（→61ページ）を参照してください。 
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[抽出条件] 

レポートの対象とするキーワードとグループを指定します。 
キーワードごとに集計をしたり、指定したキーワードだけを抽出することもできます。 
複数のキーワードを対象とする場合は、キーワードを半角スペース（空白）で区切って入力してください。

空欄の場合は、すべてのキーワードが対象となります。 
第二階層、第三階層のグループを対象としたい場合は、[グループ階層]で階層を選択してください。 
また、出力する上位の件数を指定できます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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グラフレポート一覧 

グラフレポートは、項目別の集計結果をグラフ化したレポートを出力します。 
 

 3010 端末別アクセスグラフ 
アクセス情報を端末別に集計し、ヒット数または転送バイト数を棒グラフとして出力します。 
また、端末別の「ヒット数」、「転送バイト数」を表にして出力します。 
 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とする端末（IPアドレス）と転送状態を指定します。 
また、レポート出力時のソート条件をヒット数順、または転送バイト数順で指定します。 
出力する上位の件数を指定することもできます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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 3020 ユーザ別アクセスグラフ 
アクセス情報をユーザ別に集計し、ヒット数または転送バイト数を棒グラフとして出力します。 
また、ユーザ別の「ヒット数」、「転送バイト数」を表にして出力します。 
 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とするユーザと転送状態を指定します。 
また、レポート出力時のソート条件をヒット数順、または転送バイト数順で指定します。 
出力する上位の件数を指定することもできます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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 3030 グループ別アクセスグラフ 
アクセス情報をグループ別に集計し、ヒット数または転送バイト数を棒グラフとして出力します。 
また、グループ別の「ヒット数」、「転送バイト数」を表にして出力します。 
 

 
 

[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とするグループと転送状態を指定します。 
第二階層、第三階層のグループを対象としたい場合は、[グループ階層]で階層を選択してください。 
また、レポート出力時のソート条件をヒット数順、または転送バイト数順で指定します。 
出力する上位の件数を指定することもできます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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 3040 カテゴリ別アクセスグラフ 
アクセス情報をカテゴリ別に集計して、ヒット数または、転送バイト数を棒グラフとして出力します。 
また、カテゴリ別の「ヒット数」「転送バイト数」を表にして出力します。 
 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とする転送状態を指定します。 
また、レポート出力時のソート条件をヒット数順、または転送バイト数順で指定します。 
出力する上位の件数を指定することもできます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
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 3041 カテゴリ別アクセス比率グラフ 
アクセス情報をカテゴリ別に集計して、ヒット数または、転送バイト数の比率を円グラフとして出力しま

す。また、カテゴリ別の「ヒット数」「転送バイト数」を表にして出力します。「3041」は分類されたロ
グのみを対象としたグラフで、「3042」は一般を含めたすべてのログを対象にします。また、サブカテゴ
リのヒット数または転送バイト数の比率を円グラフとして出力します。 
 

 
 

[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とする転送状態を指定します。 
また、レポート出力時のソート条件をヒット数順、または転送バイト数順で指定します。 
出力する上位の件数を指定することもできます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
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 3042 カテゴリ別アクセス比率グラフ（一般含む） 
アクセス情報をカテゴリ別に集計して、ヒット数または、転送バイト数の比率を円グラフとして出力しま

す。また、カテゴリ別の「ヒット数」「転送バイト数」を表にして出力します。「3041」は分類されたロ
グのみを対象としたグラフで、「3042」は一般を含めたすべてのログを対象にします。また、サブカテゴ
リのヒット数または転送バイト数の比率を円グラフとして出力します。 
 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とする転送状態を指定します。 
また、レポート出力時のソート条件をヒット数順、または転送バイト数順で指定します。 
出力する上位の件数を指定することもできます。すべて表示する場合は[全て]を選択します。 
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 3050 日別アクセスグラフ 
アクセス情報を日付別に集計し、ヒット数または転送バイト数を棒グラフとして出力します。 
また、日付別の「ヒット数」「転送バイト数」を表にして出力します。 
 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
 
注意 日別アクセスグラフのレポート出力には高い負荷がかかるため、指定できる抽出期間は最大で

1ヶ月間に制限されます。 

 
[抽出条件] 

レポートの対象とする転送状態とグラフにする条件を指定します。 
グラフにする条件はヒット数、または転送バイト数で指定します。 
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 3060 時間別アクセスグラフ 
アクセス情報を時間別に集計し、ヒット数または転送バイト数を棒グラフとして出力します。 
また、時間別の「ヒット数」「転送バイト数」を表にして出力します。 
 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とする転送状態とグラフにする条件を指定します。 
グラフにする条件はヒット数、または転送バイト数で指定します。 
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 3070 サイト別アクセスグラフ 
アクセス情報をサイト別に集計し、ヒット数または転送バイト数を棒グラフとして出力します。 
また、サイト別の「ヒット数」「転送バイト数」を表にして出力します。 
 

 
 

[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

サイト別のヒット数、転送バイト数のソート条件と、上位出力数を指定します。 
ソート条件はヒット数順、または転送バイト数順で指定します。 
出力する上位件数は、「10位」、「20位」、「全て」から指定できます。 
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 3090 転送状態別アクセス比率グラフ 
アクセス情報を転送状態別に集計し、ヒット数または転送バイト数の比率を円グラフとして出力します。

また、転送状態別の「ヒット数」「転送バイト数」を表にして出力します。 
 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

転送状態別のソート条件を指定します。 
ソート条件はヒット数順、または転送バイト数順で指定します。 
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 3100 検索キーワードランキンググラフ 
検索キーワードを集計し、ヒット数または転送バイト数を棒グラフとして出力します。 
また、キーワード別の「ヒット数」「転送バイト数」を表にして出力します。 
 
注意 表では、検索キーワードが最大 32文字までしか表示されません。 

 

 

 

[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

キーワード別のヒット数、転送バイト数のソート条件と、上位出力数を指定します。 
ソート条件はヒット数順、または転送バイト数順で指定します。 
出力する上位件数は、「10位」、「20位」、「全て」から指定できます。 
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POSTログレポート一覧 

POSTログレポートはフィルタリングサーバの POSTログ に書き込まれたデータを解析し、送信データ
の内容を出力します。また、掲示板やチャットルームに書き込みをした内容やWEB メールで送信した内
容を端末別(IP アドレス)、ユーザ別に表示します。 
ファイルを転送した場合は、転送したファイル名(サブレポート)を表示します。 
 

 5100 書き込みデータ表示 
端末別に POSTログの書き込みデータ情報を出力します。 
 
メインレポート 

 
 
サブレポート 
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[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とする端末（IP アドレス）とデータの文字コード、サイズ（転送バイト数）を指定しま
す。対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照
してください。 
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 5110 ユーザ別書き込みデータ表示 
ユーザ別に POSTログの書き込みデータ情報を出力します。 
 
メインレポート 

 
 
サブレポート 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とするユーザとデータの文字コード、サイズ（転送バイト数）を指定します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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 5200 転送ファイル名表示 
端末別に POSTログを解析して、転送ファイル情報を出力します。 
メインレポートから解析したい端末の IP アドレスをクリックして選択すると、端末が転送したファイル
名の一覧が表示されます。 
 
メインレポート 

 
 
サブレポート 

 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とする端末（IP アドレス）とデータの文字コード、サイズ（転送バイト数）を指定しま
す。対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照
してください。 
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 5210 ユーザ別転送ファイル名表示 
ユーザ別に POSTログを解析して、転送ファイル情報を出力します。 
メインレポートから解析したいユーザ名をクリックして選択すると、ユーザが転送したファイル名の一覧

が表示されます。 
 
メインレポート 

 
 
サブレポート 

 
 
[抽出期間] 

レポートの対象とする期間を指定します。 
設定方法については、「抽出期間の設定（カレンダー）」（→57ページ）を参照してください。 
[抽出条件] 

レポートの対象とするユーザとデータの文字コード、サイズ（転送バイト数）を指定します。 
対象の選択方法については、「抽出対象の設定（対象リスト／非対象リスト）」（→58ページ）を参照して
ください。 
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第 6章 レポートのエクスポート 

レポートをエクスポートする 

作成したレポートは、LogLyzer終了時に消去されます。 
レポートを保管しておきたい場合は、PDFなどの外部ファイルにエクスポートできます。 

1. レポートを作成します。 

レポートの作成については、「第 5章 レポートの作成／閲覧」（→49 ページ）を参照してください。 

2. 結果ウィンドウの  (レポートのエクスポート) をクリックします。 

レポートのエクスポート画面が表示されます。 

 

3. エクスポートするファイル形式を選択し、ファイル名を入力して[ 保存 ] ボタンをクリックします。 

選択できるファイル形式については、「基本的な使い方」（→27 ページ）を参照してください。 

 

以上で、レポートのエクスポートは完了です。 
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レポートを自動的にエクスポートする 

レポートは、自動ログ取り込みと連動してレポートを自動作成するように設定できます。 
また、エクスポート先として PDFなどの外部ファイルのほかに、指定したメールアドレスにレポートフ
ァイルを添付して送信することもできます。 
エクスポートされたレポートのファイル名は、「2020 ユーザ別アクセス結果.pdf」のように、「レポート
番号 レポート名」で保存されます。 
 
注意 • 自動レポート作成をする場合、自動ログ取込設定画面で設定を有効にし、スケジュールを設

定する必要があります。 
• 自動レポートでエクスポートされるレポートファイルは、設定したスケジュールの日時ごと
に上書き保存され、最新のレポートだけが保存されます。 

 

 レポートを電子メールで送信する 
指定したメールアドレスに、自動作成したレポートファイルを添付して送信できます。 

1. メニューの[ 設定 ] － [ 自動レポート ] をクリックします。 

「自動レポート設定」画面が表示されます。 

 

2. [ レポートをメール送付する ] がチェックされていることを確認します。 
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3. 送信元のメールサーバ（SMTPサーバ）、メールアドレス情報などを設定します。 

[SMTP サーバアドレス] 

メール送信に使用する SMTP サーバのホスト名、または IP アドレスを入力します。 

[ポート] 

SMTP サーバとの通信に使用するポート番号を指定します。初期値は「25」です。 

[送信元メールアドレス] 

送信元となるメールアドレスを入力します。 

[件名] 

レポートを送信するメールの件名を入力します。 

[SMTP 認証] 

SMTP 認証を利用するメールサーバの場合にチェックします。 

[ユーザ] 

SMTP 認証時のユーザ名を入力します。 

[パスワード] 

SMTP 認証時のパスワードを入力します。 

[テスト実行] 

入力したユーザ名、パスワードでメール送信が実行できるかテストします。 

 

注意 メールサーバには、SMTP 認証を利用したメールサーバを利用できます。メールサーバの
ホスト名と認証情報をあらかじめ設定しておくことをおすすめします。 

 

4. [ 宛先メールアドレス ] 欄の [ 登録 ] ボタンをクリックします。 

「宛先入力」画面が表示されます。 

登録したメールアドレスを変更する場合は、一覧から変更したいメールアドレスを選択して、[変更] 

ボタンをクリックしてください。宛先メールアドレスを削除する場合は、[削除]ボタンをクリックし

てください。 

5. 宛先となるメールアドレスを入力し、[ OK ] ボタンをクリックします。 

入力したメールアドレスが[宛先メールアドレス]欄に表示されます。 

複数のアドレスに送信する場合は、「、」（カンマ）で区切り入力してください。 

6. 登録したメールアドレスをクリックして選択します。 

送信するレポートの種類、抽出条件はメールの宛先ごとに設定できます。 

メールアドレスの一覧で、設定したい宛先メールアドレスをクリックすると、[対象レポート設定] 

の表示が切り替わり、[設定対象宛先メールアドレス] に選択したメールアドレスが表示されます。 
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7. 選択したメールアドレスに送付するレポートの内容、抽出条件を設定します。 

設定方法については、「対象レポートの設定をする」（→132 ページ）を参照してください。 

また、各レポートの抽出条件については、「第 5章 レポートの作成／閲覧」(→49 ページ) を参照し

てください。 

 

注意 メールで送付する場合、メールアドレスごとに自動作成するレポートを設定できます。対

象レポートを設定したいメールアドレスを [ 宛先メールアドレス ] 欄でクリックして選
択して、以降の設定をしてください。 

 

8.  [ OK ]ボタンをクリックします。 

 
以上で、自動レポートの設定は完了です。 
 
続けて、レポートを自動作成するスケジュールを設定してください。 
スケジュールは、「自動ログ取込設定」画面で設定します。詳しくは、「自動レポートのスケジュールを設

定する」（→135ページ）を参照してください。 



第 6章 レポートのエクスポート 

 

 レポートを外部ファイルに出力する 
指定したフォルダに、自動作成したレポートファイルを出力できます。 

1. メニューの [ 設定 ] － [ 自動レポート ] をクリックします。 

「自動レポート設定」画面が表示されます。 

 

2. [ ファイル出力 ] タブをクリックします。 

 

3. [ レポートをファイル出力する ] がチェックされているか確認します。 

4. レポートファイルを出力するフォルダを設定します。 

初期状態では、「<LogLyzer インストールディレクトリ>¥Auto_Report」フォルダにレポートファイル

を出力するように設定されています。 

レポートの出力フォルダを変更する場合は、[参照] ボタンをクリックして出力先のフォルダを選択

してください。 

5. 出力するレポートの内容、抽出条件を設定します。 

設定方法については、「対象レポートの設定をする」（→132 ページ）を参照してください。 

 130 



LogLyzer v6.0 管理者ガイド 

 131 

 

6. [ OK ]ボタンをクリックします。 

 
以上で、レポートの外部ファイル出力の設定は完了です。 
 
続けて、レポートを自動作成するスケジュールを設定してください。 
スケジュールは、「自動ログ取込設定」画面で設定します。詳しくは「自動レポートのスケジュールを設

定する」（→135ページ）を参照してください。 



第 6章 レポートのエクスポート 

 

 対象レポートの設定をする 
自動エクスポートするレポートの選択や抽出条件は、次の手順で設定してください。 
 

1. 自動レポートの設定をします。 

レポートをメールで送付する場合 

「レポートを電子メールで送信する」（→127 ページ）を参照してください。 

レポートを指定したフォルダに保存する場合 

「レポートを外部ファイルに出力する」（→130 ページ）を参照してください。 

2. [ 期間指定 ] ボタンをクリックして、自動レポートの対象となる期間を選択します。 

[指定無し]を選択した場合、すべてのデータを自動レポートの対象とします。 

[前日]、[前週]、[前月]を選択した場合、それぞれログの取り込みを開始した期間以前のデータを自

動レポートの対象とします。前週の場合は日曜日から土曜日を対象とし、前月の場合は 1日から月末

を自動レポートの対象とします。 

 

3.  [ 出力形式 ] 欄から作成するレポートのファイル形式を選択します。 
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ML 形
ML 形

注意 • HT 式で出力した場合、文字コード「Unicode(UTF-8)」で出力されます。 
• HT 式で出力したレポートは、ブラウザによっては正しい文字コード形式で認識さ

れないことがあります。お使いのブラウザで、文字コード形式を「Unicode(UTF-8)」に
して表示するようにしてください。 
Internet Explorer の場合、メニューの「表示」をクリックし、「エンコード」-「その他」
-「Unicode(UTF-8)」をクリックして設定できます。 

 

4. [ 対象レポート設定 ] 欄で自動作成するレポートの種類をクリックして選択し、[ 登録 ]ボタンを 

クリックします。 
レポート番号は、「2000 番台」、「3000 番台」、「5000 番台」の 3 種類から選択します。 

 

[2000 番台] 集計情報レポート（2080 番、2081 番、2082 番のレポートは出力しません） 

[3000 番台] グラフレポート 

[5000 番台] POST ログレポート 

 

設定を変更する場合は、一覧から変更するレポートをクリックして選択し、[変更]ボタンをクリック

してください。登録したレポートを削除する場合は、一覧から削除するレポートをクリックして選択

し、[削除]ボタンをクリックしてください。 

「対象レポート設定」画面が表示されます。 

 

注意 メールで送付する場合、メールアドレスごとに自動作成するレポートを設定できます。 
対象レポートを設定したいメールアドレスを[宛先メールアドレス]欄でクリックして選択
して、以降の設定をしてください。 

 

5. [ レポート ] の  をクリックし、一覧から登録するレポートの番号を選択します。 

表示されるレポート番号は、[レポート番号]タブと同じ番号台のレポートだけです。 

[3000 番台]タブを選択している場合は、3010、3020 など 3000 番台のレポートのみ選択できます。 

6. レポートごとに抽出条件を設定し、[ OK ] ボタンをクリックします。 

設定できる項目は、レポートによって異なります。グレーアウトしていて選択できない項目は、その

レポートに含まれない項目です。 

[転送状態] 

レポートの対象とするリクエストの種類を設定します。 

全て すべての URLを対象とします。 
プロキシ データベースに登録されていない、または「許可」として例外 URL に登録され

ている URL 
監視 データベースに登録されているがポリシーにより許可された URL 
規制 データベースに登録されていてポリシーにより規制されている URL 
解除 オーバーライドにより、一定時間規制を解除してアクセスが認められた URL 
書込規制 データベースに登録されていて、書込規制されている URL 
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[データ種別] 

レポートの対象とするデータ種別を設定します。 

データ種別が、テキスト（HTML、TXT）のリクエストだけをレポートの対象としたい場合は、[テキス

ト]を選択してください。 

[上位出力数] 

レポートの対象とするデータを設定します。 

頻度の高い順に上位の[10 位]、[20 位]が選択できます。 

[全て]を選択すると対象となったデータ全てをレポートの対象とします。 

[ソート] 

レポートのソート順をヒット数、または転送バイト数が多い順にソートします。 

[グラフ] 

グラフレポート作成時に、グラフ化するデータを設定します。 

データは[ヒット数]、[バイト]が選択できます。 

[グループ階層] 

レポートの対象とするグループの階層を設定します。 

選択できる階層は、フィルタリングサーバで設定されている第一階層～第三階層のグループで、上位

の階層は下位の階層を含みます。 

[ハイパーリンク] 

レポートに出力される URL、またはホスト名にハイパーリンクを設定するか設定します。 

[文字コード] 

レポートの文字コードを設定します。 

設定できる文字コードは、[EUC][Shift JIS][UTF-8]です。 

[転送バイト数] 

POST ログのレポート出力で、指定したバイト数以上のリクエストをレポートの対象にします。 

初期値は、「1,024,000」バイトです。 

7. [OK]ボタンをクリックして登録を完了します。 

[今すぐレポート]ボタンをクリックすると設定した内容でレポートを出力するので、自動レポートの

動作が確認できます。ただし、ログの自動取得はされません。実行前にログを取得してください。 

 

以上で、自動レポート作成の対象レポート設定は完了です。 
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 自動レポートのスケジュールを設定する 
 

1. メニューの [ 設定 ] - [ 自動ログ取込 ] をクリックします。 

「自動ログ取込設定」画面が表示されます。 

 

2. [ ログ取込完了時の処理 ] － [ 自動レポート出力を行う ] をチェックします。 

 

3. 自動レポート出力を実行するスケジュールを選択します。 

スケジュールは[毎日]、[毎週]、[毎月]から選択します。 

[毎週]を選択した場合は曜日を指定し、[毎月]を選択した場合は日付を指定します。 
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4. [ OK ] ボタンをクリックします。 

 

注意 自動ログ取り込みで[毎日]に設定している場合は、レポートの出力を「毎日」、「毎週」、「毎
月」から選択できます。「毎週」または「毎月」に設定している場合は、レポートも同じタ

イミングで出力されます。 

 
以上で、自動レポートのスケジュール設定は完了です。 



 

 

第７章 データベースのメンテナンス 

 



第 7章 データベースのメンテナンス 

ログデータベースのメンテナンスをする 

LogLyzer は、取り込んだログから集計データを作成し、データベースに蓄積しているため、保管の必要
がないログデータはお使いのコンピュータのハードディスク容量に応じて定期的にメンテナンスするこ

とをおすすめします。 
 

 不要になったログをファイル単位で削除する 
LogLyzerデータベースに蓄積されているログデータをファイル単位で削除できます。 
次の手順でファイルを指定して不要なログを削除できます。 

1. メニューの [ データ処理 ] － [ ファイル指定削除 ] をクリックします。 

「データ処理・日付指定削除」画面が表示されます。 

 

2. ログファイルを抽出する期間を設定します。 

ファイルを選択して削除する場合、指定した期間に該当するログファイルから選択して削除します。 

期間は[開始日]と[終了日]を指定し、条件にあてはまるファイルを[ファイル選択]欄に表示します。 
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3. 期間検索条件を選択します。 

[指定期間内] 

開始日から終了日の期間のログファイルを抽出します。 

[指定期間が含まれる] 

開始日から終了日の期間が含まれる（部分一致）ログファイルを抽出します。 

[指定期間が含まれない] 

開始日から終了日の期間が含まれない（部分不一致）ログファイルを抽出します。 

4. 削除するログファイルを選択し、[ 削除 ] ボタンをクリックします。 

蓄積データがない場合は、[閉じる]ボタンをクリックしてください。 

[ Shift ] キーまたは[ Ctrl ] キーを押しながらファイルをクリックすると、複数のログファイル

を選択してまとめて削除できます。また、すべてのログファイルを削除するときは「全て選択」をク

リックしてログファイルをすべて選択して削除できます。 

削除が完了すると、確認のダイアログボックスが表示されます。 

 

5. [ OK ] ボタンをクリックします。 

 
以上で、ログファイルの削除は完了です。 
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 日付を指定して不要なログをまとめて削除する 
データベースに蓄積されているデータは基点となる日付を指定して、それ以前のデータをまとめて削除で

きます。次の手順で日付を指定して不要なログを削除してください。 

1. メニューの [ データ処理 ] － [ 日付指定削除 ] をクリックします。 

「データ処理・日付指定削除」画面が表示されます。 

 

2. データ蓄積期間、削除基点日を確認して[ 削除 ] ボタンをクリックします。 

日付を変更する場合は、日付の右隣にある  ボタンをクリックしてカレンダーから削除する基点

の日付を選択してください。 

削除が完了すると確認のダイアログが表示されます。 

 

 

特定の期間のログファイルを削除する場合、削除するログファイルに記録されている最終日時よりも、

後の期間を設定してください。ログの保持可能期間は、取り込みをする日の前日からになります。 

例えば、フィルタリングサーバでログのローテート種別を「毎月」に設定している場合、図のように

3月 16 日を指定すると、3 月のログ(3 月 1日～3月 31 日)は削除されません。 

4 月 1 日以降、例えば 4 月 15 日を指定すると 3 月のログは削除されます。ただし、4 月のログ(4/1

～4/30)は、削除されません。 
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3. [ OK ] ボタンをクリックします。 

 
以上で、ログファイルの削除は完了です。 
 

 ログデータベースを初期化する 
LogLyzer データベースに蓄積されているデータをすべて削除する場合、次の手順で初期化してください。 
 
注意 ログデータの取り込み中や管理データを削除中に SQL Server、または、作業しているクライ

アントマシンがダウンしても［削除し初期化］ボタンをクリックすると初期化できます。ただ

し、SQL Server、OSの再起動が必要な場合があります。 

 

1. メニューの [ データ処理 ] － [ 初期化 ] をクリックします。 

「データ処理・初期化」ダイアログが表示されます。 

 

2. [ 削除し初期化 ] ボタンをクリックします。 

初期化が開始されます。 

初期化が完了すると確認のダイアログが表示されます。 

 

3. [ OK ] ボタンをクリックする 

 
以上で、ログファイルの初期化は完了です。 
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サービスパック 3（SP3）で追加された機能の一覧 

LogLyzer 6.0のサービスパック 3で追加された機能を次に示します。 
 

項目 追加機能 
レポート IPv6表記の端末または URLに対応しました。 

 



LogLyzer v6.0 管理者ガイド 

 145 

ログデータのコンバート 

LogLyzer 5.0で運用しているログデータや各種設定を LogLyzer 6.0に引継ぐ場合、次の手順でデータの
移行をしてください。 
 
注意 • Lo r 3.5以前のバージョンから LogLyzer 6.0へデータを移行することはできません。 

 アンイン
gLyze

• ストール時に LogLyzer 5.0をインストールしているフォルダ(C:¥LogLyzer) の内容
は、すべて削除されます。ログのバックアップなどを格納している場合は、別のフォルダに

バックアップをとってから、アンインストールしてください。 

 

[ スタート ] ボタンをクリックし、[ コントロールパネル ] － [ プログラムの追加と削除 ] から

2. [ OK ] ボタンをクリックします。 

ログが表示されます。 

力します。 

3. [ はい ] ボタンをクリックします。 

4. エクスポートするフォルダを指定します。 

(LogLyzer.exp)が出力されます。 

ダとは別のフォルダ

指定すると、正常にエクスポートされない場合があります。 

5. LogLyzer 6.0 をインストールします。 

 LogLyzer のインストール」(→7ページ)を参照してくださ

zer 6.0 のインストールが終了すると、「インポート問い合わせ」ダイアログが表示されます。 

6. [ はい ] をクリックして、出力されたエクスポートファイル ( LogLyzer.exp ) を指定します。 

上で、ログデータのコンバートは完了です。 

1. 
「LogLyzer」の [ 削除 ] ボタンをクリックして、LogLyzer 5.0をアンインストールします。 
「ファイル削除の確認」ダイアログが表示されます。 

「エクスポート問い合わせ」ダイア

データベースシステムに保存されているログをファイルに出

指定したフォルダに、エクスポートファイル

エクスポートファイル(LogLyzer.exp) は、LogLyzer 5.0 のインストールフォル

に格納してください。 

ネットワーク上のパスを

インストールの手順については、「第 2章

い。 

 LogLy

 
以
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SQL Serverのインストール 

 

 SQL Server 2005 Express Edition をインストールする 
 

1. 本製品添付のインストールメディアをコンピュータにセットし、SQL Server 2005 Express Edition 

のインストーラを起動します。 
「Microsoft SQL Server 2005 セットアップ」画面が表示されます。 

2. [ 使用許諾契約書に同意する ］をチェックして［次へ］ボタンをクリックします。 

「必要なコンポーネントのインストール」画面が表示されます。 

 

3. [ インストール ] ボタンをクリックします。 

4. [ 次へ ] ボタンをクリックします。 

「Microsoft SQL Server インストールウィザードにようこそ」画面が表示されます。 

5. [ 次へ ] ボタンをクリックします。 

「システム構成チェック」画面が表示されます。 

6. [ 次へ ] ボタンをクリックしてください。 

「登録情報」画面が表示されます。 
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7. 名前と会社名を入力し、[ 詳細構成オプションを非表示にする ] のチェックを外して、 [ 次へ ］ボ

タンをクリックします。 
「機能の選択」画面が表示されます。 

 

8. [ 次へ ] ボタンをクリックしてください。 

「インスタンス名」画面が表示されます。 

9. [ 既定のインスタンス ]をチェックし、［ 次へ ］ボタンをクリックしてください。 

「サービスアカウント」画面が表示されます。 
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10. [ ビルトインシステムアカウントを使用する ] をクリックして選択し、[ ローカルシステム ] を

選択して、［ 次へ ］ボタンをクリックします。 
「認証モード」画面が表示されます。 

 

11. [ 混合モード ] をチェックし、システム管理者ユーザ(sa)のパスワードを入力して、[ 次へ ] ボ

タンをクリックします。 
[照合順序の設定]画面が表示されます。 

 

12. [ 次へ ] ボタンをクリックします。 

「ユーザーインスタンス」画面が表示されます。 

13. [ 次へ ] ボタンをクリックします。 

「エラーと使用状況レポートの設定」画面が表示されます。 

14. [ 次へ ] ボタンをクリックします。 

「インストールの準備完了」画面が表示されます。 
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15. [ インストール ] ボタンをクリックします。 

「セットアップの進行状況」画面が表示されます。 

16. [ 次へ ] ボタンをクリックします。 

「Microsoft SQL Server 2005 セットアップの完了」画面が表示されます。 

 

17. [ 完了 ] ボタンをクリックします。 

 

 
以上で、SQL Server 2005 Express Editionのインストールは完了です。 
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 SQL Server 2005 Express Edition のアンインストール 
 

1. [ スタート ] ボタンをクリックし、[ プログラム ] － [ Microsoft SQL Server 2005 ] － [ 構成ツ

ール ] － [ SQL Server 構成マネージャ ] を起動します。 

2. [ SQL Server 2005 のサービス ] をクリックします。 

3. [ SQL Server (MSSQLSERVER) ] を右クリックして、ショートメニューから[ 停止 ] を選択します。 

SQL サービスが停止します。 

 

4. SQLサービスが停止したことを確認し、SQL Server 構成マネージャを終了します。 

5. [ スタート ]ボタンをクリックし、[ コントロールパネル ] － [ プログラムの追加と削除 ] をクリ

ックします。 
「プログラムの追加と削除」画面が表示されます。 

6. [ Microsoft SQL Server 2005 ] を選択し、[ 削除 ] ボタンをクリックします。 
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7. [ SQL Server 2005 のインスタンスをコンポーネントを削除する ] をクリックしてチェックし、 

[ 次へ ] ボタンをクリックします。 
「確認」画面が表示されます。 

 

 

注意 SQL Server 2005共通コンポーネントをインストールしている場合は、チェックしてアン
インストールしてください。 

 

8. [ 完了 ] ボタンをクリックします。 

アンインストールが開始されます。 

アンインストール時には、「Microsoft SQL Server VSS Writer」と「Microsoft SQL Server セット

アップサポートファイル」も同時にアンインストールされます。 

9. [ Microsoft SQL Server Native Client ] を選択し、[ 削除 ] ボタンをクリックします。 

アンインストールが開始されます。 

 
以上で、Microsoft SQL Server 2005 Express Editionのアンインストールは完了です。 
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エラーメッセージが表示される 

LogLyzer起動時、またはレポート表示時にエラーメッセージが表示された場合、次の手順で SQL Server 
のネットワークの構成で、TCP/IP を「有効」にしてから SQL Server サービスを再起動してください。 

1. [ スタート ] ボタンをクリックし、[ プログラム ] → [ Microsoft SQL Server 2005 ] - [ 構成ツー

ル ] - [ SQL Server 構成マネージャ ] を起動します。 

2. [ SQL Server 2005 のネットワークの構成 ] をクリックし、[ MS SQL SERVER のプロトコル ] を

選択します。 

 

3. [ TCP/IP ] を右クリックして、一覧から[ 有効化 ] をクリックします。 

 

4. [ SQL Server 2005 のサービス ] をクリックします。 

5. [ SQL Server ( MSSQLSERVER ) ] を右クリックして、[ 再起動 ] を選択します。 
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